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要   旨：    

オルトジフェノール(カテコール)構造を共有するオリーブ油のフェノール、つま

りヒドロキシチロソールおよびオレウロペインアグリコンの抗酸化活性をヒトで

評価するために、この研究に着手した。 

オリーブ油フェノール抽出物の量を高めたとガスクロマトグラフィー／質量分

析法で示されたオリーブ油サンプルを、ヒトのボランティアに投与した。 

高フェノール油の投与は、酸化ストレスのバイオマーカーである 8-iso-PGF2α

の尿排泄減少と投与量依存性で関連した。 

また統計的に有意な負の相関が、ホモバニリルアルコール(HValc、COMT系で

生成されるヒドロキシチロソールの主な代謝物)とF2-イソプロスタンの排泄の間

に認められた。 

従って、低いとはいえオリゴジフェノール化合物つまりヒドロキシチロソール

およびオレウロペインアグリコンの濃度を高めた油脂サンプルの投与は、

8-iso-PGF2α尿排泄の投与量依存性の減少をもたらした。 

8-iso-PGF2αとHValcの尿濃度の間の統計的に有意な負の相関から、この代謝

物はヒドロキシチロソールの in vivo活性を良く反映すると示唆される。 
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